
委員会の審査から、予算の審査から、臨時会の審議から
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西東京市

臨

時

会

の

審

議

か

ら

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」

【
説
明
】
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一

種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
一
環
と

し
て
築
造
す
る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
の
建
設
工
事
の
請
負
契
約

を
締
結
す
る
も
の
。

　
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
は
、

駅
前
広
場
の
２
階
部
分
で
保
谷
駅

の
駅
舎
と
東
側
の
Ⅱ
街
区
ビ
ル
及

び
西
側
の
Ⅰ
街
区
ビ
ル
を
結
ぶ
も

の
で
、
工
期
は
平
成
21
年
９
月
30

日
ま
で
で
あ
る
。

　
契
約
は
、
制
限
付
一
般
競
争
入

札
に
よ
り
行
い
、
そ
の
結
果
、
西

武
建
設
株
式
会
社
東
京
支
店
が
落

札
し
た
。
契
約
金
額
は
３
億
８
千

850
万
円
、
落
札
率
は
88
・
３
％
と

な
っ
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
同
意

「
市
長
等
の
給
料
月
額
の
特
例
に

関
す
る
条
例
」

【
説
明
】
第
１
回
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
20
年
度
駐
車
場
事
業
特

別
会
計
予
算
の
債
務
負
担
行
為
の

誤
記
に
よ
る
訂
正
の
ほ
か
２
件
の

議
案
の
訂
正
が
重
な
り
、
議
会
の

混
乱
を
招
い
た
責
任
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
６
月
分
の
市
長
及
び

副
市
長
の
給
料
月
額
を
10
％
減
額

す
る
も
の
。
再
発
防
止
の
た
め
庁

内
に
事
務
処
理
適
正
化
委
員
会
を

設
置
し
、
改
善
策
の
検
討
を
行
い
、

報
告
書
を
ま
と
め
、
議
案
訂
正
に

関
係
し
た
管
理
職
に
対
し
、
文
書

に
よ
る
注
意
処
分
を
行
っ
た
。

【
主
な
質
疑
】

問
　
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
た
の
か
。
注
意
処
分

と
し
た
対
象
者
の
役
職
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

答
　
議
案
等
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
は
、

総
務
部
の
法
務
担
当
を
通
じ
て

行
っ
て
い
る
。
対
象
者
は
、
企
画

部
長
、
総
務
部
長
、
都
市
整
備
部

長
、
企
画
部
参
与
兼
財
政
課
長
、

総
務
部
副
参
与
兼
職
員
課
長
、
総

務
部
総
務
法
規
課
長
及
び
都
市
整

備
部
道
路
管
理
課
長
で
あ
る
。

問
　
チ
ェ
ッ
ク
す
る
人
材
は
適
正

で
あ
る
の
か
。
チ
ェ
ッ
ク
す
る
者

に
対
す
る
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

答
　
相
応
の
知
識
等
が
な
い
と
改

善
策
に
つ
な
が
ら
な
い
。
専
門
的

な
研
修
を
行
い
、
今
後
、
強
化
し

て
い
き
た
い
。

問
　
職
員
全
体
の
士
気
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
市
長
を
中
心
と
し
た
職
員
と
の

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
は
、

組
織
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
職
員
が
一
体
と
な
り
、
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
信
頼

関
係
の
醸
成
を
図
る
べ
く
全
力
を

傾
け
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

予
算
の
審
査
か
ら

◆
一
般
会
計

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
２
億
３
千
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
613
億
６
千
万

円
と
す
る
も
の
。
歳
入
は
、
東
京

都
か
ら
借
り
入
れ
た
高
金
利
債
か

ら
低
金
利
債
へ
の
借
り
か
え
に
よ

る
増
額
。
歳
出
は
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
減
額
と
繰

上
償
還
の
実
施
等
に
よ
る
増
額
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
の
財
政

効
果
は
、
年
ご
と
に
あ
ら
わ
れ

る
の
か
。
繰
上
償
還
の
対
象
と

な
る
市
債
の
残
高
は
。

・*

臨
時
財
政
対
策
債
が
今
後
続
く

場
合
の
対
応
は
。

・
合
併
特
例
債
の
充
当
額
の
大
き

い
事
業
は
。

・
繰
上
償
還
に
伴
う
財
政
効
果
は
、

住
民
負
担
の
軽
減
に
活
用
を
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

保谷第５号踏切（東町１丁目）

上向台小学校

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

委

員

会

の

審

査

か

ら

　
議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
・
特
別
委
員
会
等
で
審
査
を

行
い
ま
す
。第
２
回
定
例
会
で
は
、上
向
台
小
学
校
の
校
舎
増
築
等
に
関
す
る
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
、西
東
京
市
と
な
っ
て
初
め
て
企
画
総
務
委
員
会
と
文
教
厚
生
委
員
会
の
連
合
審
査
会
を
開
催
し
、審
査
を

行
い
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、第
２
回
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
等
の
審
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」

【
説
明
】
主
な
改
正
内
容
は
、
個

人
市
民
税
関
係
で
は
寄
附
金
税
制

の
拡
充
、
上
場
株
式
等
の
譲
渡

益
・
配
当
の
軽
減
税
率
の
廃
止
及

び
損
益
通
算
範
囲
の
拡
大
、
個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収
制
度
の
創
設

等
。
固
定
資
産
税
関
係
で
は
公
益

法
人
制
度
改
革
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
非
課
税
措
置
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
寄
附
金
税
制
に
関
し
て
は
、
都

道
府
県
ま
た
は
市
町
村
に
対
す
る

寄
附
金
（
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
）
や
住
所
地
の
都
道
府
県

共
同
募
金
及
び
日
本
赤
十
字
社
支

部
へ
の
寄
附
金
の
控
除
の
方
式
を

所
得
控
除
か
ら
税
額
控
除
と
す
る

も
の
で
、
平
成
21
年
度
分
以
降
の

個
人
住
民
税
に
適
用
す
る
。
個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収
制
度
に
つ
い

て
は
、
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
老

齢
基
礎
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
65
歳
以
上
の
方
か
ら
、
公

的
年
金
等
に
係
る
個
人
住
民
税
額

を
特
別
徴
収
す
る
も
の
で
、
平
成

21
年
10
月
以
後
に
支
払
わ
れ
る
年

金
等
か
ら
実
施
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
　
寄
附
金
の
控
除
額
に
は
上
限

が
あ
る
。
そ
の
辺
の
周
知
徹
底
は

ど
う
す
る
の
か
。

答
　
住
民
税
控
除
に
は
上
限
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
気
を
つ
け
て
Ｐ
Ｒ

し
た
い
。

意
見
　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
実

際
に
は
寄
附
金
だ
。
今
後
Ｐ
Ｒ
の

際
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
気
を
つ
け

た
ほ
う
が
よ
い
。

問
　
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
市

民
感
情
的
に
は
理
解
を
得
に
く
い
。

市
民
周
知
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
、

公
的
年
金
部
分
だ
け
に
つ
い
て
税

額
算
定
し
て
特
別
徴
収
す
る
。
他

の
所
得
分
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

ど
お
り
納
付
書
で
納
付
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
二
本
立
て
に
な
る
。

年
金
か
ら
特
別
控
除
す
る
こ
と
で
、

出
か
け
て
い
っ
て
納
税
す
る
手
間

が
省
け
る
。
ま
た
、
納
付
回
数
が

年
４
回
か
ら
年
６
回
に
な
る
の
で

１
回
当
た
り
の
納
付
額
は
少
な
く

な
る
。積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」

【
説
明
】
上
向
台
小
学
校
の
校
舎

増
築
等
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

す
る
も
の
。
制
限
付
一
般
競
争
入

札
を
行
っ
た
結
果
、
㈱
イ
ズ
ミ
・

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
２
億
６

千
953
万
５
千
円
で
落
札
し
た
。
落

札
率
は
86
・
７
％
。

　
工
事
に
は
校
舎
の
増
築
、
既
存

給
食
室
の
増
改
修
、
既
存
校
舎
の

改
修
及
び
附
属
建
築
物
の
増
築
が

含
ま
れ
、
工
期
は
平
成
21
年
３
月

19
日
ま
で
。
給
食
室
の
工
事
が
３

カ
月
程
度
か
か
り
、
夏
休
み
中
に

終
わ
ら
な
い
た
め
、
１
カ
月
ほ
ど

外
注
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
に
よ

る
代
替
給
食
を
実
施
す
る
。

　
な
お
、
文
教
厚
生
委
員
会
の
所

管
事
項
と
関
連
す
る
た
め
、
連
合

審
査
会
を
開
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

【
主
な
質
疑
】

問
　
代
替
給
食
の
実
施
で
余
分
に

か
か
る
費
用
は
幾
ら
か
。

答
　
食
材
費
を
除
い
て
約
300
万
円

と
試
算
し
て
い
る
。

問
　
昨
年
10
月
中
旬
に
は
設
計
委

託
業
者
か
ら
給
食
室
の
工
事
が
夏

休
み
中
に
は
終
わ
ら
な
い
旨
の
報

告
が
あ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
今
ま
で

説
明
が
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
過
去
の
例
が
あ
っ
た
た
め
、

安
易
に
考
え
て
い
た
。

問
　
当
初
予
算
は
約
５
億
円
で
、

予
定
価
格
は
約
３
億
１
千
万
円
。

大
幅
な
差
額
が
出
た
理
由
は
。

答
　
実
施
設
計
の
納
品
が
予
算
計

上
に
間
に
合
わ
ず
、
途
中
で
の
試

算
を
計
上
し
た
。
ま
た
、
増
改
築

工
事
な
の
で
一
定
程
度
幅
を
持
た

せ
て
い
る
。

　
入
札
時
の
予
定
価
格
は
実
施
設

計
に
基
づ
く
も
の
で
、
電
気
設

備
・
機
械
設
備
工
事
も
合
わ
せ
る

と
税
込
み
で
約
４
億
２
千
243
万
円
。

当
初
予
算
と
の
差
額
は
約
７
千
700

万
円
で
あ
る
。

問
　
授
業
中
に
ど
の
程
度
騒
音
の

出
る
工
事
が
あ
る
の
か
。

答
　
工
事
時
間
は
午
前
８
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
を
想
定
し
て
い
る
。

騒
音
対
策
と
し
て
は
、
回
転
埋
設

法
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
打
ち
込
み

で
な
い
工
法
を
使
っ
て
支
柱
を
立

て
る
。
機
械
等
に
つ
い
て
も
、
低

騒
音
の
重
機
を
使
う
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
同
意

「
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
障
害
の

あ
る
児
童
の
た
め
の
介
助
員
制
度

に
関
す
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
対
象
児
童
が
必
要
と
す

る
介
助
時
間
の
す
べ
て
の
保
障
と
、

中
学
校
へ
の
制
度
の
導
入
を
求
め
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
　
近
隣
市
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
　
半
数
程
度
が
何
ら
か
の
形
で

介
助
員
を
配
置
し
て
い
る
。
本
市

と
同
様
な
内
容
か
ど
う
か
は
十
分

把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
　
中
学
校
で
は
制
度
を
実
施
し

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
検
討
課

題
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
か
。

答
　
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ

る
、障
害
の
あ
る
小
学
生
へ
の
介
助

員
配
置
実
現
の
た
め
に
制
度
を
立

ち
上
げ
た
た
め
、中
学
校
で
は
行
っ

て
い
な
い
の
が
実
態
だ
。
19
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
特
別
支
援
教

育
は
通
常
学
級
で
の
支
援
を
含
ん

で
お
り
、
介
助
員
制
度
に
つ
い
て

も
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

問
　
介
助
が
必
要
な
時
間
す
べ
て

に
介
助
員
を
つ
け
た
場
合
、
今
の

介
助
員
数
で
足
り
る
の
か
。

答
　
介
助
員
登
録
者
は
100
名
い
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
勤
務
可
能
日
数
等

は
異
な
る
。
充
足
す
る
か
否
か
は

現
段
階
で
即
座
に
判
断
で
き
な
い
。

【
結
果
】
「
陳
情
者
の
願
意
に
沿

う
よ
う
早
急
に
努
力
さ
れ
た
い
。」

と
の
意
見
を
付
し
、
趣
旨
採
択

「
都
道
・
調
布
保
谷
線
の
建
設
に

伴
う
踏
切
閉
鎖
の
中
止
を
求
め
る

請
願
」

【
趣
旨
】
都
道
234
号
線
の
保
谷
第

５
号
踏
切
（
保
谷
厚
生
病
院
の
南

側
）
の
存
続
に
向
け
て
、
市
と
都

の
折
衝
と
、
市
議
会
か
ら
都
へ
の

踏
切
存
続
の
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
　
踏
切
閉
鎖
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
基
本
的
に
は
立
体
交
差
と
な

り
、
踏
切
閉
鎖
後
も
利
便
性
を
確

保
で
き
る
よ
う
な
代
替
施
設
を
設

け
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
や
む
を

得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
　
第
５
号
踏
切
閉
鎖
後
の
近
接

踏
切
で
の
安
全
対
策
は
。

答
　
大
き
な
街
路
が
で
き
て
立
体

交
差
化
さ
れ
た
場
合
、
そ
ち
ら
に

交
通
が
集
中
す
る
と
い
う
統
計
が

あ
る
。
付
近
の
踏
切
の
今
以
上
の

渋
滞
は
想
定
し
て
い
な
い
。

問
　
調
布
保
谷
線
が
渋
滞
し
た
場

合
に
、
住
宅
街
へ
通
過
車
両
が
進

入
す
る
こ
と
へ
の
対
策
は
。

答
　
こ
れ
か
ら
警
視
庁
と
接
道
部

分
の
協
議
等
が
あ
る
の
で
、
そ
の

中
で
十
分
協
議
し
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
採
択

　
第
2
回
定
例
会
で
は
、６
月
18
日
に
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て

平
成
20
年
度
補
正
予
算
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、そ
の
主

な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
け
る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
建
設
に
伴
う
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
な
ど
の
審
議
を
行
う
た
め
、５
月
15
日
に
第
１
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。こ

こ
で
は
、議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
審
議
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


